
発表要旨集版下原稿の作成要領 
 
版下原稿の文章はワープロ作成とします。仕上がり A4版になるよう版下原稿を原寸で直接写真
製版します。版下原稿のスタイルと作成方法の要点は次の通りです。詳細については，次頁の「発

表要旨集版下原稿の作成要領（見本）」を参照して下さい。なお版下原稿は原則として返却しま

せん。 

 
1．用紙は A4サイズ（210mm×297mm）で縦長，横書きとする。 

2．ページ数は 1ページとする。 

3．用紙の左右 18mm，上下 25mmの余白を取り，文字・図表を必ずこの範囲に収める。また
次頁の「発表要旨集版下原稿の作成要領（見本）」を参照し，発表番号の入る余白を必ずとる。 

4．発表番号を入れる余白の下段（用紙上端から 37mmのところ）に，左右 25mm×上下 8mm
のスペースを確保し，11ポイント半角ゴシックで J-STAGE登録番号を記入する（発表者本
人が版下原稿に記入のこと）。 

5．2段組とし，段間を約 8mm取る。 

6．タイトル（和文・英文），著者名，所属（和名・英文），キーワード 4～6個（和文・英文），
本文（文章と図表）の順番で書く。レイアウトは次頁の見本に準拠する。 

7．本文（和文）の文字は 8～9 ポイント，タイトル 12 ポイント，サブタイトルがある場合に
は 10～12ポイント，氏名・所属は 10ポイントとする（和文）。 

8．図は原図，コンピュータのプリント，コピーのいずれでもよいが，鮮明なものを用いる。要
旨集は黒一色刷りなので，黒色単色で作製したものを用いる。 

 

 



　　25mm　　　　　発表番号が入るので、25mm×8mmの余白をとる

12mm

18mm 18mm

J-STAGE
番号を

記入して キーワード：地理学、大会、要旨集、マニュアル
下さい。 Keywords：Geography, General meeting, Proceedings, Manual

 1．上質のＡ４用紙を用いること。 する。英文字は10ポイント前後とす

 2．タイトル、本文、図表ともに、前記 る。なお、氏名の姓は全文字を大文

の作成方法とこの見本で示した枠を 字とすること。

はみ出さないこと。はみ出しがある  10．本文が英文の場合には１段組でもよ

版下原稿は受理できない。 い。

 3．和文の場合、本文は横書き２段組と  11．参考・引用文献、注の書き方は、地

し、ワープロで作成する。 理学評論の執筆要領に準ずる。

 4．大きな図表は、枠内の横幅全部に跨  12．タイトル、本文、図表などのオリジ

ってよい。 ナルあるいはコピーをＡ４用紙に糊

 5．本文の文字は8～9ポイント、タイト 付けする場合には、枠をはみ出さな

ルは12ポイント、サブタイトルがあ いように注意し、全面をしっかりと

る場合には10～12ポイント、氏名・ 貼り付ける。

所属は10ポイントとする。なお、活  13．発表申し込みは、版下原稿オリジナ

字の天地を表すポイントは、１ポイ ル１部とコピー２部の合計３部を提

ントを0.3514mmとしてポイント数を 出することとなっているが、３部と

掛けた値である。 も同じコピーの場合には正本１部を

 6．タイトルの左に発表番号を印刷する 指定すること。

ので、枠内左上に横25mm、縦8mmの  14．プリントあるいはコピーが不良で、

余白を必ず残す。 印刷不可能な原稿は受理できない。

 7．発表番号を入れる余白の下段（用紙  15．発表申し込みには、版下原稿のほか

上端から37mmのところ)に､横25mm、 「発表申込用紙Ａ、Ｂ」を同封する。

縦8mmのスペースを確保し、半角 申込用紙のキーワードはプログラム

11ポイントゴチックでJ-STAGE発表 編成に必要なので必ず記入すること。

登録番号を記入する。  16．郵送などの際に原稿が折れ曲がらな

 8．氏名・所属の下に４～６語のキーワ いよう注意すること。

ードを必ず記す。文字は10ポイント  17．版下原稿は原則として返却しない。

とする。 特に返却を希望する場合には、宛先

 9．タイトル、氏名・所属、キーワード を書き返却に必要な切手を貼った返

には、英文を付記することを原則と 却用封筒を同封すること。

　　25mm

＊余白部分にはみ出した原稿部分は印刷されません。
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